
紅曹染めの手順

《紅雪染めセットについて》

南魚沼の豪雪地帯で､長い冬の雪の中で耐え抜いた桜の菅(つぼみ)と小枝をじっくり煮込んでから

熟成させ､ ｢紅雪染めの素｣ (桜染め液)を作り上げました｡雪で折れて花を咲かせることの出来なか

った桜に､再び花を咲かせてやりたいという思いを込めて､ ｢紅雪染めセット｣ (紅雪染めの素･木灰

液･米酢)を限定販売いたします｡木灰液は､薪ストーブで燃やした広葉樹の灰を水で溶かし､その上

澄み液を使用しています｡

｢紅雪染めセット｣をお使いいただけば､簡単に桜染めがお楽しみいただけます｡ぜひ､貴方だけの

一期一会の桜色に染め上げてください｡この｢紅雪染めセット｣で､ -ンカチを2枚程度染められます｡

※ ｢紅雪染めの素｣は､天然素材のみで保存剤等一切入っていませんの

で､長期間保管しておくとカビが発生する場合がありますので､あらかじ

めご了承ください｡その際は､カビを取り除いて使用してください｡

Eu

1.紅雪染めに必要なもの

･紅雪染めセット(紅雪染めの素･木灰液･米酢)

･水(500mlX2)

･計量カップ(水計量用)

･ナベ-2個

･白いハンカチ等-2枚

･割り箸

･アイロン

･アイロン台(アイロンをかける際は､染め色が台に浸み出ることがありますので､和紙等を敷い

てから､アイロンをかけてください｡ )



2.紅雪染めの手順

①先媒染の準備

ナベに水(5 0 0ml)と木灰液と米酢を入れて火にかけ沸騰させてください｡

②ハンカチの準備

白いハンカチを2枚用意し､水で洗って絞ってから､沸騰した先媒染用のナべに入れ(2 0秒

くらい)良く先媒染液を浸み込ませます｡

虹1,;--a
③先媒染液を浸み込ませませたハンカチをナべから取り出し､水で良く洗ってから水を絞って

おいてください｡

※先媒染液の入ったナべの火は､この時点で止めてください｡

④媒染液の準備

ナベに水(500ml)と｢紅雪染めの素｣を入れて火にかけ沸騰させてください｡



⑤沸騰した媒染液のナベに､先ほど先媒染処理をしたハンカチを入れ､媒染液をムラ無く

浸み込ませてください｡ (しゃぶしゃぶの要領で｡ )

｢羊竜■r
⑥媒染液のナべから取り出したハンカチを先媒染液のナベ(火を止めた)に入れます｡

この時点で､気に入った色に染まった場合は､終了します｡

⑦もう少し濃い色に染めたい場合は､先媒染液のナベからハンカチを取り出し再び沸騰した

媒染液のナべに入れます｡

⑧媒染液のナべから取り出したハンカチを先媒染液のナベ(火を止めた)に入れて終了します｡

※もう少し濃くしたい場合は､ ⑦⑧を繰り返してください｡



⑨先媒染液のナべからハンカチを取り出し､水で良く洗ってから水を良く絞ります｡

⑩最後にアイロンをかけて完成です｡

※染め色が台に浸み出ることがありますので､和紙等を敷いてから､アイロンをかけてください｡

※ハンカチが乾くと､色が薄くなりますの､その-んのことも考えて媒染作業をしてください｡

⑪ハンカチの布の素材によって､同じ｢紅雪染めの素｣をつかっても染まる色が変わりますので

あらかじめご了承ください｡

紅雪染めの参考例です｡

｢野一会

財だ伊の廃止要染めを

ら賓たみで歴､きい

不明な点などがございましたら､下記までお問い合せください｡

清　水　　守

Da igenta-Noon
〒949-61日3
軒だ熟も無::B即席講町大字上嘩65fi P卓1重

篤軍　　　　Clf3-E]一呂0 1日-777rJ

蒜霊宝tFAX FjP5-7畠7-375}9
F -rl･7品l :無｢卜7日如由i締.lTirl･T{iq,_iP

.iqt ･1Hl1~　<l詫i紳r一心て1(･.W.fjL.)

./ /


